様式第3号（第9条、第11条関係)
老朽危険空き家解体事業実施（変更）計画書
1.老朽危険空き家の解体工事概要
	所在地
	勝山市

	延べ面積
	　　　　　　　　　　　 ㎡

	階数
	地上　　　階 地下　　　階

	構造
	造 一部　　　造

	施工者
	住所
	勝山市

	
	会社名
	担当者名（　　　　　　　　　）

	
	電話番号
	

	着工予定日
	　　　年　　　月　　　日

	完了予定日
	　　　年　　　月　　　日

	老朽危険空き家の区分
	□老朽空き家　　□準老朽空き家

	特殊要件
	□老朽空き家の主たる構造が木造以外
□老朽危険空き家の延べ床面積が200㎡以上
□老朽危険空き家の敷地が道路幅員3ｍ未満の狭い道路又は未接道
□老朽危険空き家が勝山市景観計画で定める景観形成地区内に存ずる
□老朽危険空き家解体後の跡地活用
　　□解体した年度又はその翌年度に一戸建て住宅を建築して居住
　　□当該敷地を売却
　　□当該敷地を自治会等が活用


　　　※老朽危険空き家の区分及び特殊要件については該当する□にレ点を記入すること
　　　※特殊要件に該当する場合は、当該要件が確認できる書類を添付すること
　　　※跡地活用に該当する場合は、完了実績報告時に次のいずれかの書類を提出すること
・建替え居住を行う場合…確認済証の写し
・当該敷地を売却する場合…土地売買契約書の写し
・自治会等が活用する場合…自治会等との協定書の写し、土地使用賃貸借契約書の写し等
次ページに続く
2.交付申請額の算出方法
	事業費
	補助対象事業費
(A)
	補助金交付申請額
(A)×1/3と上限500,000円の安い方を記入。特殊要件のいずれかに該当する場合は(A)×2/3と上限1,000,000円の安い方を記入。

	円
	円
	円
（千円未満切り捨て）


　　（ア）老朽空き家に該当する場合
　（イ）準老朽空き家に該当する場合
	事業費
	補助対象事業費
(A)
	補助金交付申請額
(A)×1/3と上限300,000円の安い方を記入。特殊要件のいずれかに該当する場合は(A)×2/3と上限600,000円の安い方を記入。

	円
	円
	円
（千円未満切り捨て）


※1 事業費は、工事費総額を記載すること
※2 補助対象事業費(A)は、老朽危険空き家の解体に要する費用を記載すること
※3 消費税込額を記入すること
